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Snapshot コピーからファイルをリストア

NFSまたはSMBクライアント上のSnapshotコピーからファイ
ルをリストアする

NFSクライアントまたはSMBクライアントのユーザは、ストレージシステム管理者の手
を借りなくても、Snapshotコピーからファイルを直接リストアできます。

ファイルシステム内のすべてのディレクトリには、という名前のサブディレクトリが含まれています

.snapshot NFSユーザとSMBユーザがアクセス可能。。 .snapshot サブディレクトリには、ボリューム
のSnapshotコピーに対応するサブディレクトリが含まれます。

$ ls .snapshot

daily.2017-05-14_0013/              hourly.2017-05-15_1106/

daily.2017-05-15_0012/              hourly.2017-05-15_1206/

hourly.2017-05-15_1006/             hourly.2017-05-15_1306/

各サブディレクトリには、 Snapshot コピーが参照するファイルが含まれています。ユーザが誤ってファイル
を削除または上書きした場合、 Snapshot サブディレクトリから読み書き可能なディレクトリにファイルをコ
ピーすることで、親の読み書き可能ディレクトリにファイルをリストアできます。

$ ls my.txt

ls: my.txt: No such file or directory

$ ls .snapshot

daily.2017-05-14_0013/              hourly.2017-05-15_1106/

daily.2017-05-15_0012/              hourly.2017-05-15_1206/

hourly.2017-05-15_1006/             hourly.2017-05-15_1306/

$ ls .snapshot/hourly.2017-05-15_1306/my.txt

my.txt

$ cp .snapshot/hourly.2017-05-15_1306/my.txt .

$ ls my.txt

my.txt

Snapshot コピーディレクトリへの NFS および SMB クライア
ントアクセスを有効または無効にします

SnapshotコピーからファイルまたはLUNをリストアするために、NFSクライアントおよ
びSMBクライアントがSnapshotコピーディレクトリを認識できるかどうかを確認するに
は、を使用してSnapshotコピーディレクトリへのアクセスを有効または無効にします

-snapdir-access のオプション volume modify コマンドを実行します

手順
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1. Snapshot ディレクトリのアクセスステータスを確認します。

volume show -vserver SVM_name -volume vol_name -fields snapdir-access

例

clus1::> volume show -vserver vs0 -volume vol1 -fields snapdir-access

vserver volume snapdir-access

------- ------ --------------

vs0     vol1   false

2. Snapshot コピーのディレクトリアクセスを有効または無効にします。

volume modify -vserver SVM_name -volume vol_name -snapdir-access true|false

次の例は、 vol1 で Snapshot コピーのディレクトリへのアクセスを有効にします。

clus1::> volume modify -vserver vs0 -volume vol1 -snapdir-access true

Volume modify successful on volume vol1 of Vserver vs0.

Snapshot コピーから単一のファイルをリストアします

を使用できます volume snapshot restore-file コマンドを使用して、Snapshotコ
ピーから単一ファイルまたはLUNをリストアします。既存のファイルを置き換えない場
合は、読み書き可能な親ボリュームの別の場所にファイルをリストアできます。

このタスクについて

既存の LUN をリストアする場合は、 LUN クローンが作成され、 Snapshot コピーの形でバックアップされま
す。リストア処理中に、LUNに対する読み取りと書き込みを実行できます。

デフォルトでは、ストリームを含むファイルがリストアされます。

手順

1. ボリューム内の Snapshot コピーの一覧を表示します。

volume snapshot show -vserver SVM -volume volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、のSnapshotコピーを示しています vol1：
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clus1::> volume snapshot show -vserver vs1 -volume vol1

Vserver Volume Snapshot                State    Size  Total% Used%

------- ------ ---------- ----------- ------   -----  ------ -----

vs1  vol1   hourly.2013-01-25_0005  valid   224KB     0%    0%

               daily.2013-01-25_0010   valid   92KB      0%    0%

               hourly.2013-01-25_0105  valid   228KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0205  valid   236KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0305  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0405  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0505  valid   244KB     0%    0%

7 entries were displayed.

2. Snapshot コピーからファイルをリストアします。

volume snapshot restore-file -vserver SVM -volume volume -snapshot snapshot

-path file_path -restore-path destination_path

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、ファイルをリストアします myfile.txt：

cluster1::> volume snapshot restore-file -vserver vs0 -volume vol1

-snapshot daily.2013-01-25_0010 -path /myfile.txt

Snapshot コピーからファイルの一部をリストアします

を使用できます volume snapshot partial-restore-file Snapshotコピーか
らLUN、NFSまたはSMBコンテナファイルに一定の範囲のデータをリストアするコマン
ド。データの開始バイトオフセットとバイト数がわかっていることが前提です。このコ
マンドでは、同じ LUN 内に複数のデータベースを格納するホスト上のいずれかのデータ
ベースをリストアできます。

ONTAP 9.12.1以降では、SM-BC関係にあるボリュームで部分リストアを使用できます。

手順

1. ボリューム内の Snapshot コピーの一覧を表示します。

volume snapshot show -vserver SVM -volume volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、のSnapshotコピーを示しています vol1：
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clus1::> volume snapshot show -vserver vs1 -volume vol1

Vserver Volume Snapshot                State    Size  Total% Used%

------- ------ ---------- ----------- ------   -----  ------ -----

vs1  vol1   hourly.2013-01-25_0005  valid   224KB     0%    0%

               daily.2013-01-25_0010   valid   92KB      0%    0%

               hourly.2013-01-25_0105  valid   228KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0205  valid   236KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0305  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0405  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0505  valid   244KB     0%    0%

7 entries were displayed.

2. Snapshot コピーからファイルの一部をリストアします。

volume snapshot partial-restore-file -vserver SVM -volume volume -snapshot

snapshot -path file_path -start-byte starting_byte -byte-count byte_count

開始バイトオフセットとバイト数は 4 、 096 の倍数でなければなりません。

次に、ファイルの最初の4、096バイトをリストアする例を示します myfile.txt：

cluster1::> volume snapshot partial-restore-file -vserver vs0 -volume

vol1 -snapshot daily.2013-01-25_0010 -path /myfile.txt -start-byte 0

-byte-count 4096

Snapshot コピーからボリュームの内容をリストアします

を使用できます volume snapshot restore コマンドを使用して、Snapshotコピーか
らボリュームの内容をリストアします。

このタスクについて

ボリュームに SnapMirror 関係が設定されている場合は、 Snapshot コピーからリストアしたあと、すぐにボ
リュームのすべてのミラーコピーを手動でレプリケートします。レプリケートしないと、ミラーコピーを使用
できなくなり、削除および再作成が必要になることがあります。

1. ボリューム内の Snapshot コピーの一覧を表示します。

volume snapshot show -vserver SVM -volume volume

次の例は、のSnapshotコピーを示しています vol1：
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clus1::> volume snapshot show -vserver vs1 -volume vol1

Vserver Volume Snapshot                State    Size  Total% Used%

------- ------ ---------- ----------- ------   -----  ------ -----

vs1  vol1   hourly.2013-01-25_0005  valid   224KB     0%    0%

               daily.2013-01-25_0010   valid   92KB      0%    0%

               hourly.2013-01-25_0105  valid   228KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0205  valid   236KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0305  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0405  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0505  valid   244KB     0%    0%

7 entries were displayed.

2. Snapshot コピーからボリュームの内容をリストアします。

volume snapshot restore -vserver SVM -volume volume -snapshot snapshot

次の例は、の内容をリストアします vol1：

cluster1::> volume snapshot restore -vserver vs0 -volume vol1 -snapshot

daily.2013-01-25_0010
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